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六
十
歳
定
年
実
現
の
企
業
に

　
　
　
　
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す

　
我
が
国
の
人
口
の
高
齢
化
は
、

世
界
に
類
を
見
な
い
速
度
で
進
展

し
つ
つ
あ
り
、
今
後
本
格
的
な
高

齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
社
会
の
活
力
を
維
持
し
、
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
個
々
の

企
業
に
お
い
て
高
齢
者
の
労
働
能

力
の
有
好
な
活
用
を
図
り
、
雇
用

を
安
｛
疋
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　
労
働
省
で
は
、
こ
う
し
た
事
態

に
対
応
す
る
た
め
、
各
企
業
に
対

し
て
六
十
年
度
ま
、
で
に
、
六
十
歳

定
年
の
一
般
化
を
め
ざ
し
て
指
導

や
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
｛
疋
年
延
長
奨
励
金
制
度
。

　
該
当
す
る
労
働
者
一
人
に
つ
き

　
年
額
四
十
万
円
（
大
企
業
三
十

　
万
円
）
を
事
業
主
に
支
給
。

　
　
た
だ
し
、
六
十
年
十
二
月
三

　
十
一
日
ま
、
で
に
｛
疋
年
延
長
を
正

　
式
に
決
定
し
た
事
業
所
に
限
る
。

▽
定
年
延
．
長
ア
ド
、
、
ハ
イ
ザ
ー
制
度
。

　
賃
金
、
退
職
金
、
人
事
管
理
等

　
の
問
題
解
決
の
た
め
具
体
的
な

　
助
言
、
各
種
資
料
の
提
供
等
、

　
無
料
、
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
高
年
齢
者
職
場
改
善
資
金
融
資

制
度
．

　
作
業
施
設
を
設
備
、
新
設
ま
た

　
は
改
善
し
、
高
年
齢
者
の
職
場

　
改
善
を
す
る
場
合
。

　
貸
付
限
度
額
、
一
億
二
千
万
円

　
利
率
年
七
・
六
新
（
中
小
企
業

　
七
・
一
智
）

▽
高
年
齢
者
の
雇
用
促
進
の
た
め

　
の
、
そ
の
他
の
助
成
制
度
。

o
高
年
齢
者
雇
用
確
保
助
成
金
制

度
．

o
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

制
度
．
．

o
高
年
齢
者
短
時
間
雇
用
助
成
金

制
度
。

o
定
年
退
職
者
雇
用
促
進
助
成
金

制
度
．

※
詳
し
く
は
、
上
越
南
公
共
職
業

　
安
定
所
へ
（
各
〇
二
五
五
－
二

三
－
六
一
二
こ

電話器の取り替えは
適合マークの

製品を

　
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
に
施
行

さ
れ
た
、
電
気
通
信
事
業
法
に
よ

り
、
電
話
機
等
端
未
設
備
に
っ
い

て
は
、
お
客
さ
ま
の
選
択
に
よ
っ

て
、
自
由
に
軌
ご
使
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
カ
　
コ
ー
ド

レ
ス
ホ
ン
等
電
波
を
使
用
す
る
他

社
製
端
未
設
備
、
共
同
電
話
へ
の

他
社
製
端
未
設
備
お
よ
び
そ
の
他

技
術
基
準
、
技
術
的
条
件
に
適
合

し
な
い
端
未
設
備
は
、
当
杜
の
電

話
回
線
仁
接
続
し
使
用
す
る
こ
と

が
、
で
き
ま
せ
ん
の
で
軌
、
｝
注
意
く
だ

さ
い
。

　
接
続
で
き
な
い
電
話

▽
コ
：
ド
の
な
い
電
話
（
N
T
T

以
外
の
よ
も
の
）

▽
適
合
マ
ー
ク
の
な
い
電
話
（
認

　
定
マ
ー
ク
の
な
い
も
の
）

▽
共
同
電
話
へ
の
他
社
電
話
。

▽
届
け
の
な
い
電
話
。

（
N
T
T
松
之
山
電
報
電
話
局
）

10月1日（火）
　　　　　国勢調査にご協力を

　　　　　　　　　　　　10月1日、全国　　下旬から10月L旬にかけて、調査員がお宅

　　　　　　　　　　　いっせいに国勢調　　にお伺いしますので、よろしくご協力をお

　　　　　　　　　　　査が行われます。　　願いします。

　　　　　　　　　　　国欄査は・赫　　国勢調査⑪陣扇

轟簾、講㌶群垂）
国勢調査‘⑭匝斡

蜷畢・
暮らしに密着したさまざまな間題について、

国や都道府県、市区町村が行う行・財政施

策の重要な資料として利用されます。9月
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『真夏目』の記録が続く

水田の被害深刻

289ヘクタール干上がる

　
記
録
的
な
日
照
り
続
き
．
で
、
、
大

水
田
の
多
い
松
之
山
町
、
で
も
被
害

が
広
が
っ
て
い
る
。

　
役
場
の
気
象
観
渕
に
よ
る
と
、

七
月
二
十
三
日
か
ら
雨
な
し
の
日

が
、
最
高
気
温
が
三
十
度
以
上
の

”
直
ハ
夏
日
”
が
七
月
二
十
四
日
か

ら
ひ
と
月
以
上
も
続
き
、
九
月
に

な
っ
て
も
な
お
残
暑
が
続
い
て
い

る
。

　
農
家
で
は
、
こ
の
日
照
り
で
川

ん
ぼ
は
干
上
り
、
大
き
な
亀
裂
が

走
っ
て
稲
は
枯
れ
初
め
、
畑
は
カ

ラ
カ
ラ
に
乾
い
て
大
恨
な
ど
の
秋

野
菜
に
大
き
な
影
響
が
品
て
い
る
。

　
亀
裂
の
入
っ
た
旧
ん
ぼ
で
は
今

年
中
に
田
復
旧
を
し
て
お
か
な
い

と
来
年
の
作
付
が
出
来
な
い
な
ど
、

深
刻
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
役
場
・
普
及
所
・
農
協
の
三

干ばつ状況を見る合同調査班

機
関
で
八
月
二
十
六
日
水
稲
の
被

害
調
査
．
を
行
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
二
八
九
鴛
（
四

六
・
九
欝
）
が
、
卜
上
ゲ
、
減
収
と

な
る
．
而
積
は
二
『
八
P
（
二
〇
・

八
暫
）
で
被
霧
の
最
も
大
き
い
枯

死
と
枯
．
死
寸
前
が
四
・
一
欝
と
な

っ
て
い
る
．

　
特
に
被
害
が
大
き
い
の
は
三
省

（　8月26日現イ塵三）干ばつ被害

卒占ク巳　7．7ha　（1．2％）

桿汐ヒ 寸一庫」

　17．7ha（2。9％

地
区
と
松
里
地
区
で
、
品
種
で
は

コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
晩
生
が
多
い
。

　
ま
た
、
九
厳
寺
牧
場
で
は
牧
草

が
砧
れ
初
め
、
稲
ワ
ラ
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
葉
な
ど
、
で
急
場
を
し
の

い
で
い
た
が
、
八
月
二
十
七
日
に

十
三
頭
二
卜
八
日
に
四
頭
、
両
日

で
十
七
頭
の
牛
が
餌
不
足
の
た
め

山
を
下
り
た
．

白乾亀裂’
102。7ha

　（16．7％）

乾田

161．Oha

26．1％）

蹴、膿

一＿

猛暑の記録

　　　　役場調べ

水量

5
5
0
0
0
5
5
5
、
5
0
0
0
5
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

最高 最低
月／目 天気 ノ・9一II

メ～ぞ肌 気ll，走 降水

7／1 雨 22．0 17．8 76

2 くもり 21．5 16．5 12

3 晴 25．8 16．5

4 雨 26．2 19．0 29

5 雨 22．（》 18．0 24

6 雨 22．0 2（，．0 38

7 晴 23．3 17．5 18

8 雨 24．4 ig．2 91

9 晴 25．0 17．0 41
lo 晴 28．0 19．o
11 雨 29．0 20．5 36
12 くもり 26．0 20．0 3
13 雨 27．0 20．0 26
14 雨 22．5 18．0 42。

15 くもり 20．8 14．（1 ．3。

16’ くもり 24．5 17．5
17 晴 25．4 15．0
18 晴 30．2 19．5
19 晴 31．0 21．5
20 晴 28．2 21．0
21 晴 26．0 21．0 15．

22 晴 31．0 19．0 1．

23 晴 29．5 19．0
24 晴 29．5 19．5
25 晴 30．5 21．（，

26 晴 32．o 20．5
27 晴 33．0 20．（〕

28 晴 34．0 且9．o

29 晴 32．5 21．0
3（〕 晴 32．5 20．0
31 晴 32．5 21．0

8／1 晴 32．0 2（》．5

2 晴 32．5 22．o
3 晴 33．5 22．5
4 晴 33．（｝ 22．o
5 晴 33．5 21．5
6 晴 36．（｝ 23．5 （

7 晴 32．o 22．o （

8 晴 3390 22．5 ｛

9 晴 35．5 22．5 （

lo 晴 34．5 21．5 （

11 晴 31．6 22．〔） （

12 晴 31．5 22．0 （

13 晴 32．0 22．0 （

14 晴 34甲o 22．5 （

15 晴 36．1 21．8 ｛

16 晴 36．0 22．5 （

17 晴 36．5 23．5 （

18 晴 34．（｝ 22．｛） ｛

19 晴 34．5 22．0 （

20 晴 34．0 22．0 （

21 晴 32．5 21．（1 （

22 嚇 33．0 21．0 （

？3 晴 310 9（♪5 （

0
　
0
　
0

　　　　Z3　　”百’　　34．0　 2（♪．5　　　 0
　　　　24　　　目青　　　32．0　　1呂．5　　　　　0

　　　　25　　　5jrI量　　　32．0　　22．0　　　　　（｝

　　　　26　晴　32．（，20．5　　〔）
　　　　27　　　馬穿　　　32．（〕　　21．｛）　　　　〔）

　　　　28　晴　32．521．5　　0

L象fl長搬1！難 ヌ1

（嫌、蹄灘　，産’1脇学高）

（3）まつのやま

巨高

。齢 農業委員の選挙
石者

竃の
無投票で決まる

）手
》づく

現職5人・新人5人
り
作
口
口
口
募
集

　⑩⑨⑧⑦⑥1⑤④③②①

ll難奎1難1糖
纏縫舞雛縫僅黙喬蔚

灘蕊灘欝雛辮1
L
ぱ

を　も　f頃備　　　タ　ンー年．事

’実斜事こ1舗度業早
、諺運地業れト装かをく　　　農

商
品
価
値
の
あ
る
も
の
は
買
い
上
げ

　
町
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
の
㎝
環
と
し
て
、
高
齢
者
特

産
品
開
発
組
A
・
（
仮
称
）
を
設
立

し
五
十
万
円
の
補
助
金
．
を
支
出
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
高
齢
者
の
方
々
が
、
現
在
趣
味

と
し
て
作
っ
て
い
る
も
の
、
昔
、

作
っ
た
こ
と
の
あ
る
も
の
な
ど
、

商
品
価
値
の
あ
る
も
の
を
組
合
で

査
｛
疋
の
ト
．
、
買
い
L
．
げ
す
る
も
の
。

　
紙
製
品
、
わ
ら
細
工
、
杢
1
、
品

等
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
か
ら
自

慢
の
も
の
を
、
取
り
あ
え
ず
｝
点
、

十
月
中
旬
に
出
品
し
て
下
さ
い
。

（
わ
ら
工
品
に
つ
い
て
は
、
現
在

で
ヨ
　
エ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

註
声
し
て
し
る
　
し
め
縄
、
わ
ら

じ
等
は
除
き
ま
す
。
）

　
出
品
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
．
長

さ
ん
か
、
町
役
場
の
産
業
課
へ
。

農
道
の
生
コ
ン
舗
装
に

　
　
　
　
　
　
町
単
独
3
0
％
の
助
成

　
5
く
か
ら
町
単
農
業
基
、
盤
整
備

事
業
を
推
進
し
て
き
た
町
は
、
今

翁
度
か
ら
新
た
に
、
農
道
の
生
コ

ノ
舗
装
に
対
す
る
助
成
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
．

　
こ
れ
は
、
従
来
の
町
単
基
盤
整

備
葬
業
で
は
「
勾
配
1
2
％
以
上
の

傾
斜
地
に
つ
い
て
は
生
コ
ン
舗
装

も
実
施
で
き
る
」
と
し
て
い
た
の

　
　
「
現
在
使
わ
れ
て
い
る
、
す

転作・目標を達成

トップは牧草の

12ヘクタール

べ
て
の
農
道
」
に
助
成
対
象
を
広

げ
た
も
の
。

　
町
で
は
農
道
の
効
果
的
利
用
に

よ
る
生
、
産
性
の
向
上
を
目
指
し
、

毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
で
雅
業

を
実
施
し
て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

　
こ
の
雅
業
の
採
択
条
件
は
、
次

の
通
り
．

▽
雰
業
費
が
一
簡
所
十
万
円
以
上

　
で
あ
る
こ
と
。

　
町
の
今
年
の
転
作
．
面
積
は
、
目

標
の
、
白
％
を
、
法
F
う
じ
て
達
成
し
た
。

　
水
田
利
用
．
再
編
第
三
期
対
策
の

二
年
目
に
当
た
る
今
年
、
松
之
山

町
に
対
す
る
配
分
而
積
は
七
十
六

．
三
珍
だ
っ
た
。
町
で
は
「
個
人

配
分
」
を
せ
ず
自
主
．
転
作
を
基
本

と
す
る
、
例
年
の
や
り
方
で
臨
ん

だ
が
、
転
作
面
積
は
約
七
卜
七
・

七
ひ
と
、
目
標
達
成
率
は
｝
○
…

．
九
％
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
。

　
転
作
作
口
の
中
で
最
も
多
い
の

は
牧
草
で
十
二
麓
、
次
い
で
多
い

の
が
水
田
養
魚
で
六
・
八
鴛
、
三

番
目
は
杉
で
、
而
．
・
六
鴛
だ
っ
た
。

　
町
が
飼
料
作
物
な
ど
と
並
。
ん
で

▽
助
成
の
対
象
と
な
る
経
．
費
は
生
．

　
コ
ン
　
U
字
管
、
敷
砂
利
な
ど

　
資
材
費
と
す
る
．

▽
生
コ
ン
舗
装
を
実
施
す
る
農
道

　
の
幅
員
は
概
ね
2
～
3
m
舗
装

　
厚
は
概
ね
1
0
㎝
と
す
る
。

▽
補
助
率
は
、
事
業
費
（
資
材
費
）

　
の
3
0
％
と
す
る
．

▽
事
業
実
施
主
、
体
は
利
用
者
個
人

　
で
も
、
最
寄
り
の
壮
．
ハ
同
体
で
も
、

　
い
ず
れ
で
も
よ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
お
聞
き
に
な
り

た
い
方
は
、
役
場
産
．
業
■
課
・
農
政

係
あ
て
電
話
く
だ
さ
い
。

転
作
奨
励
作
目
に
掲
げ
て
い
る
大

豆．

は
三
．
八
鴛
と
、
前
年
に
比
べ

約
夙
レ
減
っ
た
の
が
特
徴
。
し
か

し
、
部
落
に
よ
っ
て
は
、
素
晴
ら

し
い
転
作
大
豆
．
が
見
受
け
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
定
着
と
、
作
付
け
面
積

の
拡
大
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。

　
転
作
奨
励
金
の
概
算
金
（
全
体

の
半
額
）
は
八
月
十
三
日
、
生
産

者
個
々
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
。

　
六
月
下
旬
か
ら
七
，
月
上
句
に
か

け
て
行
わ
れ
た
現
地
確
認
の
際
、

案
内
に
協
力
く
だ
噂
っ
た
部
落
総

代
等
の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
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記
録
的
な
日
照
り
続
き
．
で
、
、
大

水
田
の
多
い
松
之
山
町
、
で
も
被
害

が
広
が
っ
て
い
る
。

　
役
場
の
気
象
観
渕
に
よ
る
と
、

七
月
二
十
三
日
か
ら
雨
な
し
の
日

が
、
最
高
気
温
が
三
十
度
以
上
の

”
直
ハ
夏
日
”
が
七
月
二
十
四
日
か

ら
ひ
と
月
以
上
も
続
き
、
九
月
に

な
っ
て
も
な
お
残
暑
が
続
い
て
い

る
。

　
農
家
で
は
、
こ
の
日
照
り
で
川

ん
ぼ
は
干
上
り
、
大
き
な
亀
裂
が

走
っ
て
稲
は
枯
れ
初
め
、
畑
は
カ

ラ
カ
ラ
に
乾
い
て
大
恨
な
ど
の
秋

野
菜
に
大
き
な
影
響
が
品
て
い
る
。

　
亀
裂
の
入
っ
た
旧
ん
ぼ
で
は
今

年
中
に
田
復
旧
を
し
て
お
か
な
い

と
来
年
の
作
付
が
出
来
な
い
な
ど
、

深
刻
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
役
場
・
普
及
所
・
農
協
の
三

干ばつ状況を見る合同調査班

機
関
で
八
月
二
十
六
日
水
稲
の
被

害
調
査
．
を
行
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
二
八
九
鴛
（
四

六
・
九
欝
）
が
、
卜
上
ゲ
、
減
収
と

な
る
．
而
積
は
二
『
八
P
（
二
〇
・

八
暫
）
で
被
霧
の
最
も
大
き
い
枯

死
と
枯
．
死
寸
前
が
四
・
一
欝
と
な

っ
て
い
る
．

　
特
に
被
害
が
大
き
い
の
は
三
省

（　8月26日現イ塵三）干ばつ被害

卒占ク巳　7．7ha　（1．2％）

桿汐ヒ 寸一庫」

　17．7ha（2。9％

地
区
と
松
里
地
区
で
、
品
種
で
は

コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
晩
生
が
多
い
。

　
ま
た
、
九
厳
寺
牧
場
で
は
牧
草

が
砧
れ
初
め
、
稲
ワ
ラ
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
葉
な
ど
、
で
急
場
を
し
の

い
で
い
た
が
、
八
月
二
十
七
日
に

十
三
頭
二
卜
八
日
に
四
頭
、
両
日

で
十
七
頭
の
牛
が
餌
不
足
の
た
め

山
を
下
り
た
．

白乾亀裂’
102。7ha

　（16．7％）

乾田

161．Oha

26．1％）

蹴、膿

一＿

猛暑の記録

　　　　役場調べ

水量

5
5
0
0
0
5
5
5
、
5
0
0
0
5
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

最高 最低
月／目 天気 ノ・9一II

メ～ぞ肌 気ll，走 降水

7／1 雨 22．0 17．8 76

2 くもり 21．5 16．5 12

3 晴 25．8 16．5

4 雨 26．2 19．0 29

5 雨 22．（》 18．0 24

6 雨 22．0 2（，．0 38

7 晴 23．3 17．5 18

8 雨 24．4 ig．2 91

9 晴 25．0 17．0 41
lo 晴 28．0 19．o
11 雨 29．0 20．5 36
12 くもり 26．0 20．0 3
13 雨 27．0 20．0 26
14 雨 22．5 18．0 42。

15 くもり 20．8 14．（1 ．3。

16’ くもり 24．5 17．5
17 晴 25．4 15．0
18 晴 30．2 19．5
19 晴 31．0 21．5
20 晴 28．2 21．0
21 晴 26．0 21．0 15．

22 晴 31．0 19．0 1．

23 晴 29．5 19．0
24 晴 29．5 19．5
25 晴 30．5 21．（，

26 晴 32．o 20．5
27 晴 33．0 20．（〕

28 晴 34．0 且9．o

29 晴 32．5 21．0
3（〕 晴 32．5 20．0
31 晴 32．5 21．0

8／1 晴 32．0 2（》．5

2 晴 32．5 22．o
3 晴 33．5 22．5
4 晴 33．（｝ 22．o
5 晴 33．5 21．5
6 晴 36．（｝ 23．5 （

7 晴 32．o 22．o （

8 晴 3390 22．5 ｛

9 晴 35．5 22．5 （

lo 晴 34．5 21．5 （

11 晴 31．6 22．〔） （

12 晴 31．5 22．0 （

13 晴 32．0 22．0 （

14 晴 34甲o 22．5 （

15 晴 36．1 21．8 ｛

16 晴 36．0 22．5 （

17 晴 36．5 23．5 （

18 晴 34．（｝ 22．｛） ｛

19 晴 34．5 22．0 （

20 晴 34．0 22．0 （

21 晴 32．5 21．（1 （

22 嚇 33．0 21．0 （

？3 晴 310 9（♪5 （

0
　
0
　
0

　　　　Z3　　”百’　　34．0　 2（♪．5　　　 0
　　　　24　　　目青　　　32．0　　1呂．5　　　　　0

　　　　25　　　5jrI量　　　32．0　　22．0　　　　　（｝

　　　　26　晴　32．（，20．5　　〔）
　　　　27　　　馬穿　　　32．（〕　　21．｛）　　　　〔）

　　　　28　晴　32．521．5　　0

L象fl長搬1！難 ヌ1

（嫌、蹄灘　，産’1脇学高）

（3）まつのやま

巨高

。齢 農業委員の選挙
石者

竃の
無投票で決まる

）手
》づく

現職5人・新人5人
り
作
口
口
口
募
集

　⑩⑨⑧⑦⑥1⑤④③②①

ll難奎1難1糖
纏縫舞雛縫僅黙喬蔚

灘蕊灘欝雛辮1
L
ぱ

を　も　f頃備　　　タ　ンー年．事

’実斜事こ1舗度業早
、諺運地業れト装かをく　　　農

商
品
価
値
の
あ
る
も
の
は
買
い
上
げ

　
町
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
の
㎝
環
と
し
て
、
高
齢
者
特

産
品
開
発
組
A
・
（
仮
称
）
を
設
立

し
五
十
万
円
の
補
助
金
．
を
支
出
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
高
齢
者
の
方
々
が
、
現
在
趣
味

と
し
て
作
っ
て
い
る
も
の
、
昔
、

作
っ
た
こ
と
の
あ
る
も
の
な
ど
、

商
品
価
値
の
あ
る
も
の
を
組
合
で

査
｛
疋
の
ト
．
、
買
い
L
．
げ
す
る
も
の
。

　
紙
製
品
、
わ
ら
細
工
、
杢
1
、
品

等
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
か
ら
自

慢
の
も
の
を
、
取
り
あ
え
ず
｝
点
、

十
月
中
旬
に
出
品
し
て
下
さ
い
。

（
わ
ら
工
品
に
つ
い
て
は
、
現
在

で
ヨ
　
エ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

註
声
し
て
し
る
　
し
め
縄
、
わ
ら

じ
等
は
除
き
ま
す
。
）

　
出
品
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
．
長

さ
ん
か
、
町
役
場
の
産
業
課
へ
。

農
道
の
生
コ
ン
舗
装
に

　
　
　
　
　
　
町
単
独
3
0
％
の
助
成

　
5
く
か
ら
町
単
農
業
基
、
盤
整
備

事
業
を
推
進
し
て
き
た
町
は
、
今

翁
度
か
ら
新
た
に
、
農
道
の
生
コ

ノ
舗
装
に
対
す
る
助
成
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
．

　
こ
れ
は
、
従
来
の
町
単
基
盤
整

備
葬
業
で
は
「
勾
配
1
2
％
以
上
の

傾
斜
地
に
つ
い
て
は
生
コ
ン
舗
装

も
実
施
で
き
る
」
と
し
て
い
た
の

　
　
「
現
在
使
わ
れ
て
い
る
、
す

転作・目標を達成

トップは牧草の

12ヘクタール

べ
て
の
農
道
」
に
助
成
対
象
を
広

げ
た
も
の
。

　
町
で
は
農
道
の
効
果
的
利
用
に

よ
る
生
、
産
性
の
向
上
を
目
指
し
、

毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
で
雅
業

を
実
施
し
て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

　
こ
の
雅
業
の
採
択
条
件
は
、
次

の
通
り
．

▽
雰
業
費
が
一
簡
所
十
万
円
以
上

　
で
あ
る
こ
と
。

　
町
の
今
年
の
転
作
．
面
積
は
、
目

標
の
、
白
％
を
、
法
F
う
じ
て
達
成
し
た
。

　
水
田
利
用
．
再
編
第
三
期
対
策
の

二
年
目
に
当
た
る
今
年
、
松
之
山

町
に
対
す
る
配
分
而
積
は
七
十
六

．
三
珍
だ
っ
た
。
町
で
は
「
個
人

配
分
」
を
せ
ず
自
主
．
転
作
を
基
本

と
す
る
、
例
年
の
や
り
方
で
臨
ん

だ
が
、
転
作
面
積
は
約
七
卜
七
・

七
ひ
と
、
目
標
達
成
率
は
｝
○
…

．
九
％
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
。

　
転
作
作
口
の
中
で
最
も
多
い
の

は
牧
草
で
十
二
麓
、
次
い
で
多
い

の
が
水
田
養
魚
で
六
・
八
鴛
、
三

番
目
は
杉
で
、
而
．
・
六
鴛
だ
っ
た
。

　
町
が
飼
料
作
物
な
ど
と
並
。
ん
で

▽
助
成
の
対
象
と
な
る
経
．
費
は
生
．

　
コ
ン
　
U
字
管
、
敷
砂
利
な
ど

　
資
材
費
と
す
る
．

▽
生
コ
ン
舗
装
を
実
施
す
る
農
道

　
の
幅
員
は
概
ね
2
～
3
m
舗
装

　
厚
は
概
ね
1
0
㎝
と
す
る
。

▽
補
助
率
は
、
事
業
費
（
資
材
費
）

　
の
3
0
％
と
す
る
．

▽
事
業
実
施
主
、
体
は
利
用
者
個
人

　
で
も
、
最
寄
り
の
壮
．
ハ
同
体
で
も
、

　
い
ず
れ
で
も
よ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
お
聞
き
に
な
り

た
い
方
は
、
役
場
産
．
業
■
課
・
農
政

係
あ
て
電
話
く
だ
さ
い
。

転
作
奨
励
作
目
に
掲
げ
て
い
る
大

豆．

は
三
．
八
鴛
と
、
前
年
に
比
べ

約
夙
レ
減
っ
た
の
が
特
徴
。
し
か

し
、
部
落
に
よ
っ
て
は
、
素
晴
ら

し
い
転
作
大
豆
．
が
見
受
け
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
定
着
と
、
作
付
け
面
積

の
拡
大
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。

　
転
作
奨
励
金
の
概
算
金
（
全
体

の
半
額
）
は
八
月
十
三
日
、
生
産

者
個
々
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
。

　
六
月
下
旬
か
ら
七
，
月
上
句
に
か

け
て
行
わ
れ
た
現
地
確
認
の
際
、

案
内
に
協
力
く
だ
噂
っ
た
部
落
総

代
等
の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
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9月1日から施行の

　　　新しい道交法

　
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
．
止
さ

れ
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
、
空

ふ
か
し
等
の
林
．
ボ
止
、
初
心
者
ラ
イ

ダ
ー
の
二
入
乗
り
林
．
ボ
止
が
瓦
月
一

H
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
．
・
．
王
．
な

改
．
止
点
は
次
の
と
お
り
、
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

義
務
付
け

　
す
べ
て
の
道
路
で
、
ド
ラ
イ
、
、
ハ

ー
は
シ
i
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド

ラ
イ
、
バ
ー
は
、
助
手
席
に
す
わ
る

人
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ

せ
て
か
ら
で
な
い
と
、
車
を
運
転

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
同
時
に
、
ド
ラ
イ
、
バ
ー
は
、
後

部
座
席
に
す
わ
る
人
に
対
し
て
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
川
さ
せ
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
違
反
し
た
場
合
の
措
置

▽
高
速
道
路

　
ド
ラ
イ
、
バ
i
本
人
が
着
用
し
て

い
な
い
場
合
に
行
政
処
分
点
数
一

点
Q▽

一
般
道
路

　
今
回
の
法
改
正
の
趣
旨
が
ド
ラ

イ
、
バ
ー
に
徹
底
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
意
識
が
向
上
し
た
段
階
で
、

行
政
処
分
点
数
を
付
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
特
例

　
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
人
は
、
着

用
義
務
を
免
除
さ
れ
ま
す
。

◎
乗
り
降
り
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
郵
便

　今回の改正の主なものは9月1日から施行

されますが、ミニパイクの右折万法やヘルメ

ットの着用義務は遅れて施行されます、

　施行日は次のとおりてす、，

　
集
配
唯
な
ど
の
ド
ラ
イ
、
バ
i
。

◎
妊
娠
や
負
傷
し
て
い
る
人
な
ど

、
療
養
L
ま
た
は
健
康
の
保
持
L

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
す
る
の
が
適

　
当
で
な
い
ド
ラ
イ
．
バ
ー
。

◎
体
が
非
常
に
大
き
い
、
あ
る
い

　
は
小
さ
い
の
で
適
切
に
シ
i
ト

　
ベ
ル
ト
を
装
着
、
で
き
な
い
ド
ラ

　
イ
．
バ
i
。

◎
、
バ
ッ
ク
の
運
転
を
す
る
と
き
の

　
ド
ラ
イ
、
バ
ー
。

◎
そ
の
他
、
。
ハ
レ
ー
ド
な
ど
複
数

　
の
警
察
用
車
両
で
護
衛
等
さ
れ

　
て
い
る
車
の
ド
ラ
イ
、
バ
ー
や
公

　
職
選
挙
法
上
の
選
挙
用
自
動
車

　
の
ド
ラ
イ
、
バ
ー
（
候
補
者
や
運

　
動
貝
に
限
る
）
な
ど
、
で
す
。

　
　
な
お
、
助
手
席
同
乗
者
に
つ

い
て
も
、
ほ
ぼ
ド
ラ
イ
．
バ
ー
の

場
合
に
準
じ
て
免
除
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

空
ふ
か
し
等
の

　
　
行
為
が
禁
止

　
ド
ラ
イ
、
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
は
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
著
し
く
人

に
迷
惑
に
な
る
騒
洋
を
生
じ
さ
せ

る
方
法
で
〃
コ
心
発
進
、
急
加
速
、
空

ふ
か
し
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
違
反
し
た
場
合
の
措
置

　
行
政
処
分
点
数
｝
点
。

初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
の

　
　
二
人
乗
り
禁
止

　改正道路交通法の主なものの施行期日

　　　　改　1［　r内　容　　　　 1　施行日
一一 一幅一一一一一』一一一 一一　

…』
＿一↓

＿－＿レシ 一トヘルトの着則義務　　　1
レ初心者ライターσ）2ノ、劇燦、召臼翫60f‡

レ空、～かし靭襟止　　　19屑琉
一芸一一・一一一一一一 一一一・一『一

1一一一一一一一

レ、』；パイクの交差φにおける右
　折方、去の変更　　　　　　　1昭相61年

赴迦董－必二璽堕端剖 、塑型
》ミニパイクライターのヘルメノ1昭和61月

　卜着用義務　　　　　1刀朽日

　
自
動
二
輪
卓
の
免
許
を
取
っ
て

一
年
未
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
は
、

二
人
乗
り
を
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

（
昭
和
五
．
卜
八
年
中
の
二
人
乗
り

運
転
中
の
．
死
亡
事
故
を
み
る
と
、

約
七
割
が
免
許
取
得
一
年
未
満
の

初
心
者
ラ
イ
グ
ー
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
す
）

　
違
反
し
た
場
合
の
措
置

　
行
政
処
分
点
数
一
点
、
、
反
則
金

四
千
円
、
罰
則
三
万
円
以
下
の
罰

金
。

生
の
止
目
楽
を

　
　
　
　
　
　
鑑
賞

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
の
演

奏
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
松
之

山
の
子
供
達
に
と
、
上
越
教
育
大

学
の
学
生
に
よ
る
音
楽
鑑
賞
教
室

を
八
月
三
十
一
日
開
い
た
”
写
真

　
上
越
教
育
大
の
皆
さ
ん
に
よ
る

演
奏
会
は
今
年
が
二
回
目
で
、
六

十
人
が
吹
奏
楽
を
演
奏
。

（
小
学
三
年
以
上
、
中
・
高
校
生

全
員
）
は
迫
力
あ
る
生
の
音
楽
に

感
動
し
た
．

都
会
の
子
供
達
の
山
村
留
学
が
行

わ
れ
た
．

　
こ
の
山
村
留
学
に
参
加
し
た
子

供
達
は
二
十
六
人
で
、
浦
田
地
区

の
農
家
卜
三
戸
に
宿
泊
し
　
農
家

（5）まつのやま

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と

　
　
　
　
　
　
写
真
家
を
迎
え
研
修

　
八
月
卜
日
　
町
文
化
協
会
で
は

写
真
家
の
英
伸
三
先
生
を
迎
え
、

ま
た
、
几
月
皿
日
、
商
工
会
青
年

部
、
婦
人
部
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
中
村
昌
枝

さ
ん
を
迎
え
、
文
化
講
演
会
を
開

い
た
．

　
写
真
家
の
英
さ
ん
は
約
七
十
枚

の
農
業
関
係
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
講
演
、
中
村
さ
ん
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
人
間
形
成

を
、
、
、
』
自
身
の
体
験
を
も
と
に
話

さ
れ
た
。

講演する中村昌枝さん
（写真上）

英伸三さん（写真下）

のくらしを

の
暮
し
を
勉
強
し
た
り
、

や
川
遊
び
を
し
て
松
之
山
の
自
然

を
楽
し
ん
だ
。
騨
写
膚
．
へ
”

　
　
　
　
二
卜
三
日
に
は
地
区
の

子
供
達
と
ゾ
フ
ト
ボ
ー
ル
犬
会
や

水
泳
大
会
で
交
流
し
た
。

ト
ラ
ン
ス
ポ
髄
新
潟

　
　
前
売
券
は
役
場
で
発
売
中

　
関
越
，
口
動
車
道
の
全
線
開
通
を

記
念
し
て
、
九
月
二
十
七
日
か
ら

斗
月
二
十
日
ま
で
新
潟
市
で
開
か

れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
栃
新
灘
」
の

前
売
入
場
券
が
役
場
の
振
興
課
で

　
前
売
入
場
券
は
、
大
人
が
千
円
、

高
校
生
が
七
百
円
、
イ
中
学
生
が

h、

百
円
、
幼
児
が
二
百
円
。

中
島
さ
ん
感
想
文
で

　
毎
日
郷
土
提
言
賞

　
毎
臼
新
聞
社
主
催
　
白
治
省
や

各
都
道
府
県
、
各
都
道
府
県
教
育
，

委
員
会
が
後
援
の
、
あ
す
の
ふ
る

　
　
　
　
　
　
「
」
ハ
L
「
年
度
毎
H

独
ヒ
提
言
賞
」
．
　
水
梨
の
中
島

艮
｝
さ
ん
（
四
卜
、
五
歳
）
の
作
品

が
準
毎
日
郷
土
提
曇
胃
買
に
輝
・
い
た
。

　
こ
の
賞
は
、
訴
え
る
力
と
椀
時

に
表
現
力
　
文
章
力
が
重
．
視
さ
れ

る
も
の
で
　
中
島
さ
ん
の
作
品
と

岩
手
県
の
主
婦
の
作
品
が
最
終
段

階
ま
で
残
り
大
賞
を
争
っ
た
が
、

惜
し
く
も
中
島
さ
ん
は
二
位
と
な

51

年
の
電
電
債

　
　
8
月
4
日
で
満
期

　
昭
和
五
十
｝
年
の
ダ
イ
ヤ
ル
式

工
事
で
、
新
し
く
電
話
を
取
り
付

け
た
電
電
債
が
八
月
四
日
で
満
期

　
　
　
　
　
　
債
券
を
調
べ
て

く
だ
さ

　
満
期
と
な
っ
吏
債
券
は
、
松
之

山
電
報
電
話
局
で
手
続
き
を
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
、
、
）
相
談
く
だ
さ
い
。
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9月1日から施行の

　　　新しい道交法

　
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
．
止
さ

れ
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
、
空

ふ
か
し
等
の
林
．
ボ
止
、
初
心
者
ラ
イ

ダ
ー
の
二
入
乗
り
林
．
ボ
止
が
瓦
月
一

H
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
．
・
．
王
．
な

改
．
止
点
は
次
の
と
お
り
、
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

義
務
付
け

　
す
べ
て
の
道
路
で
、
ド
ラ
イ
、
、
ハ

ー
は
シ
i
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド

ラ
イ
、
バ
ー
は
、
助
手
席
に
す
わ
る

人
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ

せ
て
か
ら
で
な
い
と
、
車
を
運
転

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
同
時
に
、
ド
ラ
イ
、
バ
ー
は
、
後

部
座
席
に
す
わ
る
人
に
対
し
て
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
川
さ
せ
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
違
反
し
た
場
合
の
措
置

▽
高
速
道
路

　
ド
ラ
イ
、
バ
i
本
人
が
着
用
し
て

い
な
い
場
合
に
行
政
処
分
点
数
一

点
Q▽

一
般
道
路

　
今
回
の
法
改
正
の
趣
旨
が
ド
ラ

イ
、
バ
ー
に
徹
底
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
意
識
が
向
上
し
た
段
階
で
、

行
政
処
分
点
数
を
付
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
特
例

　
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
人
は
、
着

用
義
務
を
免
除
さ
れ
ま
す
。

◎
乗
り
降
り
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
郵
便

　今回の改正の主なものは9月1日から施行

されますが、ミニパイクの右折万法やヘルメ

ットの着用義務は遅れて施行されます、

　施行日は次のとおりてす、，

　
集
配
唯
な
ど
の
ド
ラ
イ
、
バ
i
。

◎
妊
娠
や
負
傷
し
て
い
る
人
な
ど

、
療
養
L
ま
た
は
健
康
の
保
持
L

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
す
る
の
が
適

　
当
で
な
い
ド
ラ
イ
．
バ
ー
。

◎
体
が
非
常
に
大
き
い
、
あ
る
い

　
は
小
さ
い
の
で
適
切
に
シ
i
ト

　
ベ
ル
ト
を
装
着
、
で
き
な
い
ド
ラ

　
イ
．
バ
i
。

◎
、
バ
ッ
ク
の
運
転
を
す
る
と
き
の

　
ド
ラ
イ
、
バ
ー
。

◎
そ
の
他
、
。
ハ
レ
ー
ド
な
ど
複
数

　
の
警
察
用
車
両
で
護
衛
等
さ
れ

　
て
い
る
車
の
ド
ラ
イ
、
バ
ー
や
公

　
職
選
挙
法
上
の
選
挙
用
自
動
車

　
の
ド
ラ
イ
、
バ
ー
（
候
補
者
や
運

　
動
貝
に
限
る
）
な
ど
、
で
す
。

　
　
な
お
、
助
手
席
同
乗
者
に
つ

い
て
も
、
ほ
ぼ
ド
ラ
イ
．
バ
ー
の

場
合
に
準
じ
て
免
除
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

空
ふ
か
し
等
の

　
　
行
為
が
禁
止

　
ド
ラ
イ
、
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
は
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
著
し
く
人

に
迷
惑
に
な
る
騒
洋
を
生
じ
さ
せ

る
方
法
で
〃
コ
心
発
進
、
急
加
速
、
空

ふ
か
し
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
違
反
し
た
場
合
の
措
置

　
行
政
処
分
点
数
｝
点
。

初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
の

　
　
二
人
乗
り
禁
止

　改正道路交通法の主なものの施行期日
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自
動
二
輪
卓
の
免
許
を
取
っ
て

一
年
未
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
は
、

二
人
乗
り
を
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

（
昭
和
五
．
卜
八
年
中
の
二
人
乗
り

運
転
中
の
．
死
亡
事
故
を
み
る
と
、

約
七
割
が
免
許
取
得
一
年
未
満
の

初
心
者
ラ
イ
グ
ー
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
す
）

　
違
反
し
た
場
合
の
措
置

　
行
政
処
分
点
数
一
点
、
、
反
則
金

四
千
円
、
罰
則
三
万
円
以
下
の
罰

金
。

生
の
止
目
楽
を

　
　
　
　
　
　
鑑
賞

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
の
演

奏
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
松
之

山
の
子
供
達
に
と
、
上
越
教
育
大

学
の
学
生
に
よ
る
音
楽
鑑
賞
教
室

を
八
月
三
十
一
日
開
い
た
”
写
真

　
上
越
教
育
大
の
皆
さ
ん
に
よ
る

演
奏
会
は
今
年
が
二
回
目
で
、
六

十
人
が
吹
奏
楽
を
演
奏
。

（
小
学
三
年
以
上
、
中
・
高
校
生

全
員
）
は
迫
力
あ
る
生
の
音
楽
に

感
動
し
た
．

都
会
の
子
供
達
の
山
村
留
学
が
行

わ
れ
た
．

　
こ
の
山
村
留
学
に
参
加
し
た
子

供
達
は
二
十
六
人
で
、
浦
田
地
区

の
農
家
卜
三
戸
に
宿
泊
し
　
農
家
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京
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ン
ピ
ッ
ク
金
メ
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リ
ス
ト
と

　
　
　
　
　
　
写
真
家
を
迎
え
研
修
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卜
日
　
町
文
化
協
会
で
は

写
真
家
の
英
伸
三
先
生
を
迎
え
、

ま
た
、
几
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日
、
商
工
会
青
年

部
、
婦
人
部
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
中
村
昌
枝

さ
ん
を
迎
え
、
文
化
講
演
会
を
開

い
た
．

　
写
真
家
の
英
さ
ん
は
約
七
十
枚

の
農
業
関
係
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
講
演
、
中
村
さ
ん
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
人
間
形
成

を
、
、
、
』
自
身
の
体
験
を
も
と
に
話

さ
れ
た
。

講演する中村昌枝さん
（写真上）

英伸三さん（写真下）

のくらしを

の
暮
し
を
勉
強
し
た
り
、

や
川
遊
び
を
し
て
松
之
山
の
自
然

を
楽
し
ん
だ
。
騨
写
膚
．
へ
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二
卜
三
日
に
は
地
区
の

子
供
達
と
ゾ
フ
ト
ボ
ー
ル
犬
会
や

水
泳
大
会
で
交
流
し
た
。

ト
ラ
ン
ス
ポ
髄
新
潟

　
　
前
売
券
は
役
場
で
発
売
中

　
関
越
，
口
動
車
道
の
全
線
開
通
を

記
念
し
て
、
九
月
二
十
七
日
か
ら

斗
月
二
十
日
ま
で
新
潟
市
で
開
か

れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
栃
新
灘
」
の

前
売
入
場
券
が
役
場
の
振
興
課
で

　
前
売
入
場
券
は
、
大
人
が
千
円
、

高
校
生
が
七
百
円
、
イ
中
学
生
が

h、

百
円
、
幼
児
が
二
百
円
。

中
島
さ
ん
感
想
文
で

　
毎
日
郷
土
提
言
賞

　
毎
臼
新
聞
社
主
催
　
白
治
省
や

各
都
道
府
県
、
各
都
道
府
県
教
育
，

委
員
会
が
後
援
の
、
あ
す
の
ふ
る

　
　
　
　
　
　
「
」
ハ
L
「
年
度
毎
H

独
ヒ
提
言
賞
」
．
　
水
梨
の
中
島

艮
｝
さ
ん
（
四
卜
、
五
歳
）
の
作
品

が
準
毎
日
郷
土
提
曇
胃
買
に
輝
・
い
た
。

　
こ
の
賞
は
、
訴
え
る
力
と
椀
時

に
表
現
力
　
文
章
力
が
重
．
視
さ
れ

る
も
の
で
　
中
島
さ
ん
の
作
品
と

岩
手
県
の
主
婦
の
作
品
が
最
終
段

階
ま
で
残
り
大
賞
を
争
っ
た
が
、

惜
し
く
も
中
島
さ
ん
は
二
位
と
な

51

年
の
電
電
債

　
　
8
月
4
日
で
満
期

　
昭
和
五
十
｝
年
の
ダ
イ
ヤ
ル
式

工
事
で
、
新
し
く
電
話
を
取
り
付

け
た
電
電
債
が
八
月
四
日
で
満
期

　
　
　
　
　
　
債
券
を
調
べ
て

く
だ
さ

　
満
期
と
な
っ
吏
債
券
は
、
松
之

山
電
報
電
話
局
で
手
続
き
を
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
、
、
）
相
談
く
だ
さ
い
。
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ニュース・マンスリー《今月の話題》

　
成
人
式
が
八
月
十
四
H
、
自
然

休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
新
成
人
六
十

七
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

　
記
念
撮
影
の
あ
と
、
「
火
の
誓

が
行
わ
れ
昨
年
の
成
人
者
、
、
長
沢

卓
史
く
ん
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ
た
火
は
、

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
た
。

村
山
町
長
は
、

成人式

　67人参

　
　
　
　
　
　
　
「
運
」
「
個
性
」

　
　
　
　
　
誠
実
さ
を
わ
す
れ
ず

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
祝
辞
を
の

　
　
こ
れ
に
答
え
て
新
成
人
を
代

表
し
て
柳
一
成
く
ん
が
「
責
任
あ

る
行
動
を
と
り
、
新
し
い
社
会
を

作
る
た
め
努
力
し
ま
す
凶
と
決
意

釜ポ　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
マ
　
マ
デ
き
ヒ

　
　
　
げ
サ
と
　
　
ら
　
　
が

　
　
　
㌣
痔
讐
冒

子供達の灯ろう

　　盆おどりを照らす

　
お
盆
に
は
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で

盆
踊
り
が
行
わ
れ
た
が
、
八
月
十

四
日
卜
、
川
手
の
子
供
達
は
灯
ろ
う

の
絵
を
書
い
て
盆
踊
り
を
盛
り
上

げ
た
。

　
こ
の
地
区
で
は
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
・
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
花
」
。
　
四
十
八
点
の
応
募
が
あ

り
、
き
れ
い
な
花
の
絵
が
会
場
へ

の
道
を
照
ら
し
て
い
た
。

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
道
沿
に
花
壇

　
町
を
美
し
く
し
よ
う
と
、
今
年

か
ら
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
里
」

事
業
が
始
ま
っ
た
が
、
建
設
課
で

は
新
山
地
内
の
国
道
三
五
三
号
線

注
い
に
花
壇
を
つ
く
り
、
地
、
区
の

人
達
と
協
力
し
て
花
を
育
て
て

　
　
　
八
月
見
事
に
花
が
咲
き
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
喜
こ
ば
れ
て

　
花
壇
に
は
百
日
草
、
松
葉
ボ
タ

ン
な
ど
数
種
類
の
花
が
咲

　
　
　
今
夏
は
口
照
続
き
で
毎
日

の
水
く
れ
が
大
変
だ
と
新
山
の
老

人
が
話
し
て
い
た
。

　　　　　　『　　　　　　』　　　四　一　『　　r　　一　

NEWS・MONTHLY《今月の話題》
　
九
月
か
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、

八
日
新
山
地
内
の
国
道
三
五
三
号

線
で
、
交
通
指
導
員
、
安
塚
警
察
、

駐
在
所
、
役
場
の
係
な
ど
が
出
て

　
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
の

二
時
間
に
一
五
四
台
の
ド
ラ
イ
．

1
に
交
通
安
全
の
パ
ン
フ
を
渡
し

　
　
　
こ
の
う
ち
六
六
台
（
四
二
、

　
　
　
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

の
用

卜
着

レベト

霧，

鰹
韓

　纂一2』王ヌ
交通安全田の会
　　　キヤラバン隊訪れる

「
全
国
交
通
安
全
母
の
会
」
の
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
が
、
八
月
十
九
日
松

之
山
町
を
訪
れ
、
交
通
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
た
．

〃
み
ん
な
で
す
す
め
る
交
通
安
全
”

を
テ
ー
マ
に
七
コ
ー
ス
に
分
れ
、

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
町
を
訪
問
し
た
の
は
、

東
北
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん
で
黄
色
の

ス
カ
ー
フ
、
タ
ス
キ
、
帽
子
姿
の

婦
人
隊
員
が
総
務
庁
長
官
の
メ
ッ

セ
㌧
ジ
を
町
に
手
渡
し
た
。

松之山哩霧卿

　
町
農
協
の
事
務
所
が
完
成
し
、

八
月
七
H
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

で
、
県
信
連
、
県
経
済
連
、
農
協

役
員
、
農
家
組
合
、
長
な
ど
関
係
者

六
十
人
が
参
列
し
て
竣
工
式
が
行

わ
れ
た
。
陪
写
真
上
¶

　
ま
た
、
八
月
十
二
H
か
ら
新
事

務
所
と
店
舗
の
業
務
が
開
始
さ
れ

た
。　

建
物
は
、
鉄
骨
造
り
二
階
建
で

一
階
が
二
八
五
平
方
レ
樹
で
店
舗
、

精
肉
、
鮮
魚
、
青
果
な
ど
の
作
業

室
。
二
階
が
二
八
八
平
方
訂
で
事

務
室
、
会
議
室
な
ど
が
あ
る
。

　
工
事
費
は
、
本
体
が
五
、
七
二

〇
万
円
、
店
舗
設
備
に
一
、
九
七

八
万
円
な
ど
、
総
額
八
、
七
三
八

万
円
。
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ニュース・マンスリー《今月の話題》

　
成
人
式
が
八
月
十
四
H
、
自
然

休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
新
成
人
六
十

七
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

　
記
念
撮
影
の
あ
と
、
「
火
の
誓

が
行
わ
れ
昨
年
の
成
人
者
、
、
長
沢

卓
史
く
ん
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ
た
火
は
、

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
た
。

村
山
町
長
は
、

成人式

　67人参

　
　
　
　
　
　
　
「
運
」
「
個
性
」

　
　
　
　
　
誠
実
さ
を
わ
す
れ
ず

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
祝
辞
を
の

　
　
こ
れ
に
答
え
て
新
成
人
を
代

表
し
て
柳
一
成
く
ん
が
「
責
任
あ

る
行
動
を
と
り
、
新
し
い
社
会
を

作
る
た
め
努
力
し
ま
す
凶
と
決
意

釜ポ　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
マ
　
マ
デ
き
ヒ

　
　
　
げ
サ
と
　
　
ら
　
　
が

　
　
　
㌣
痔
讐
冒

子供達の灯ろう

　　盆おどりを照らす

　
お
盆
に
は
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で

盆
踊
り
が
行
わ
れ
た
が
、
八
月
十

四
日
卜
、
川
手
の
子
供
達
は
灯
ろ
う

の
絵
を
書
い
て
盆
踊
り
を
盛
り
上

げ
た
。

　
こ
の
地
区
で
は
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
・
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
花
」
。
　
四
十
八
点
の
応
募
が
あ

り
、
き
れ
い
な
花
の
絵
が
会
場
へ

の
道
を
照
ら
し
て
い
た
。

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
道
沿
に
花
壇

　
町
を
美
し
く
し
よ
う
と
、
今
年

か
ら
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
里
」

事
業
が
始
ま
っ
た
が
、
建
設
課
で

は
新
山
地
内
の
国
道
三
五
三
号
線

注
い
に
花
壇
を
つ
く
り
、
地
、
区
の

人
達
と
協
力
し
て
花
を
育
て
て

　
　
　
八
月
見
事
に
花
が
咲
き
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
喜
こ
ば
れ
て

　
花
壇
に
は
百
日
草
、
松
葉
ボ
タ

ン
な
ど
数
種
類
の
花
が
咲

　
　
　
今
夏
は
口
照
続
き
で
毎
日

の
水
く
れ
が
大
変
だ
と
新
山
の
老

人
が
話
し
て
い
た
。

　　　　　　『　　　　　　』　　　四　一　『　　r　　一　
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。
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まつのやま（8）

小学校

低学年

の指導

　
義
務
教
育
に
人
る
児
童
期
の
基

本
的
生
活
習
慣
の
指
導
は
、
学
校

．
家
庭
・
社
会
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
の
指
導
に
な
り
ま
す
。

　
児
童
の
行
動
半
径
の
広
が
り
と

と
も
に
、
集
団
生
活
や
社
会
生
活

の
指
導
が
入
っ
て
く
る
だ
け
に
、

楽
し
い
授
業
で

oo 髭際欝　
　
　
・
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
、

載　
　
　
　
　
　
　
蜜
雛

児
童
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
適
切

な
指
導
が
、
学
校
・
家
庭
・
社
会

の
連
携
の
下
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
特
に
教
職
員
が
そ

の
核
と
な
っ
て
努
力
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

学
校
へ
来
る
喜
び
を
も
た
せ
る

「
は
え
ば
立
て
　
立
て
ば
歩
め
の

親
心
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り

ま
す
が
、
父
母
に
と
っ
て
、
我
が

ヂ
の
新
し
い
門
出
と
し
て
の
小
学

校
生
活
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

学
校
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
当
然

子
供
も
「
学
校
」
と
い
う
新
し
い

経
験
の
場
に
踏
み
込
む
う
れ
し
さ

と
不
安
で
胸
を
と
き
め
か
せ
て
い

ま
す
。

　
教
師
と
し
て
予
供
た
ち
に
登
校

す
る
喜
び
を
も
た
せ
る
こ
と
が
、

た
い
へ
ん
大
事
な
指
導
の
第
一
歩

で
す
。
友
達
の
名
前
を
覚
え
さ
せ

た
り
、
歌
を
う
た
っ
た
り
ゲ
ー
ム

を
さ
せ
た
り
し
ま
す
。
校
内
巡
り

で
は
、
保
育
所
よ
り
も
ず
っ
と
広

い
校
地
や
設
備
、
周
り
の
遊
具
や

プ
ー
ル
な
ど
を
見
学
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
学
校
生
活
に

早
く
慣
れ
る
た
め
の
学
習
で
す
。

こ
れ
ら
を
計
画
的
に
効
果
的
に
取

り
入
れ
な
が
ら
楽
し
い
授
業
を
し
、

子
供
に
学
校
へ
来
る
酵
び
を
も
た

せ
た
い
も
の
で
す
。

子
供
が
関
心
や

興
味
を
持
つ

授
業
を

　
学
校
で
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も

授
業
の
在
り
よ
う
に
左
右
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
授
業
が
楽
し
い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

楽
し
い
授
業
と
は
、
チ
供
が
関
心

や
興
味
を
持
ち
、
自
分
か
ら
最
後

ま
で
粘
り
強
く
取
り
組
み
「
わ
か

っ
た
」
と
い
う
成
就
感
を
持
た
せ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
勉

強
す
る
気
に
な
っ
た
と
き
の
理
由

と
し
て
、
チ
供
は
次
の
点
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

①
自
分
で
作
っ
た
り
、
調
べ
た
り

　
す
る
作
業
が
あ
る
と
き
。

②
学
習
す
る
内
容
や
資
料
が
お
も

　
し
ろ
い
と
き
。

③
学
習
の
仕
方
や
勉
強
の
め
あ
て

　
が
よ
く
わ
か
っ
た
と
き
。

④
学
級
の
友
達
や
他
の
グ
ル
ー
プ

　
の
友
達
と
競
争
し
な
が
ら
学
習

　
を
進
め
る
と
き
。

　
つ
ま
り
、
子
供
は
「
何
を
す
る

の
か
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
と
き
」

ま
た
「
こ
れ
は
お
も
し
ろ
そ
う
だ
」

と
思
っ
た
と
き
に
、
　
「
よ
し
、
や

っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
意
欲
が
わ

く
の
で
、
授
業
計
画
を
し
っ
か
り

立
て
て
、
指
導
法
を
工
夫
す
る
こ

と
が
「
わ
か
る
授
業
」
に
つ
な
が

る
よ
う
で
す
。

学
校
の
ル
ー
ル
は

　
個
人
的
な
基
本
的
生
活
習
慣
の

指
導
は
、
乳
幼
児
期
の
指
導
で
述

べ
た
よ
う
に
家
庭
で
の
基
礎
的
、

基
本
的
な
も
の
が
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
と
し
て
は
、

授
業
等
集
団
生
活
を
通
し
て
、
そ

の
延
長
的
な
も
の
、
定
着
的
な
も

の
が
指
導
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

集
団
場
而
を
と
お
し
て
指
導
が
加

え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

児
童
の
話
し
合
い
で
定
着
化
を

子
供
の
生
活
の
中
に
遊
び
と
違
っ

た
ル
ー
ル
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

学
級
と
い
う
一
つ
の
杜
会
に
属
し

た
の
で
す
か
ら
、
今
ま
で
の
よ
う

に
自
分
中
心
の
生
活
態
度
で
は
、

当
然
成
り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
の
き
ま
り
は
、
特
別
な

蜆
則
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
人

間
と
し
て
行
動
す
る
と
き
の
基
本

と
な
る
事
柄
が
示
さ
れ
て
い
る
も

の
が
適
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
厳
し
い
き
ま
り
を
つ
く
り
、
チ

供
を
規
制
す
る
だ
け
で
は
、
ヂ
供

は
ル
ー
ル
を
守
り
ま
せ
ん
。
子
供

が
守
る
ル
ー
ル
は
、
だ
れ
も
が
必

要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

　
』
年
牛
．
に
な
っ
た
そ
の
H
か
ら
、

わ
ず
か
な
努
力
で
達
成
で
き
る
内

容
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
学
校
全
体
の
き
ま
り
と
し
て
は
、

登
ド
校
、
授
業
、
休
憩
の
時
問
帯

を
守
る
こ
と
や
ト
イ
レ
の
使
い
方
、

集
合
の
仕
方
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
子
供
自
身
が
注
意
す
る
こ
と

と
し
て
は
、
手
を
洗
う
、
ベ
ル
等

で
学
習
の
準
備
を
す
る
、
危
険
な

遊
び
を
し
な
い
、
人
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
は
し
な
い
、
忘
れ
物
を

し
な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
生
活
指
導
担
当
や

学
年
と
し
て
の
話
し
合
い
や
児
竜

会
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て
定
着

化
を
図
る
べ
き
で
し
よ
う
。

＼

家
庭
教
育
の
甘
さ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
で
間
題
を
起
す

　
基
本
的
生
活
習
慣
の
指
導
は
、

継
続
性
が
大
事
で
す
。
保
育
所
と

小
学
校
と
そ
れ
ほ
ど
違
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
「
顔
を
洗
う
」

「
あ
い
さ
つ
を
す
る
」
な
ど
は
、

学
校
と
し
て
も
、
日
常
子
供
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
家
庭

と
の
緊
密
な
連
絡
を
保
ち
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
る
努
力
が

大
切
で
す
．

　
ま
た
、
家
庭
教
育
の
汁
さ
か
ら
、

小
学
生
に
な
っ
て
も
、
学
校
に
持

ち
込
ま
れ
る
問
題
行
動
も
多
々
あ

り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
わ
が
ま
ま
で
人
に
迷

惑
を
か
け
る
、
す
ぐ
に
泣
く
、
落

ち
着
き
が
な
く
椅
子
に
座
っ
て
い

ら
れ
な
い
な
ど
で
す
。
家
庭
で
母

親
が
厳
し
く
言
っ
て
い
て
も
、
そ

れ
が
口
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
り
、

最
終
的
に
は
、
子
供
の
言
い
な
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
い

ず
れ
に
し
て
も
自
分
本
位
な
わ
が

ま
ま
な
子
供
に
し
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
低
学
年
で
も
、
で
き
る
こ
と
は

ど
ん
ど
ん
さ
せ
、
集
団
生
活
の
中

か
ら
、
友
達
の
こ
と
を
考
え
ら
れ

る
子
供
に
な
る
よ
う
指
導
し
、
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
家
庭
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

歌会始めのお題

「水」

締切は10月11日

　
昭
和
六
十
一
年
歌
会
始
の
お
．
題

が
「
水
」
と
定
め
ら
れ
た
。

　
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
｝
入

一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
L
筆

で
白
書
．

　
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に

し
、
開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、

左
半
而
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
本
名
・
ふ
り
が
な
つ
き
）
生

年
月
日
、
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。　

詠
進
の
期
間
は
、
九
月
】
日
か

ら
十
月
十
一
日
ま
で
。

　
あ
て
先
は
、
〒
一
〇
〇
　
東
京

都
下
代
田
区
予
代
田
一
番
一
号
、

宮
内
庁
へ
。
封
筒
に
は
「
詠
進
歌
し

と
書
き
添
え
る
．

　
お
問
い
合
せ
は
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切

手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
九
月
末

日
ま
で
に
、
宮
内
庁
式
部
職
へ
。

み
ん
な
で
防
ご
う
「
土
砂
災
害
」

　
土
石
流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩

れ
な
ど
土
砂
災
害
は
、
　
一
瞬
の
う

ち
に
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を
奪

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
H
こ
ろ
か
ら
家
の
近
く
の
山
、

が
け
、
川
な
ど
を
よ
く
点
検
し
、

危
な
い
な
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

土
木
事
務
所
か
役
場
の
建
設
課
へ

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
次
の
よ
う
な

時
は
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
雨
が
長
く
降
り
続
く
と
き
や
大

　
雨
の
と
き
。

▽
川
の
水
、
井
戸
水
、
湧
水
の
最

　
が
変
化
し
た
り
、
濁
り
出
し
た

　
と
き
。

▽
土
地
に
、
き
裂
、
陥
没
、
隆
起

　
が
生
じ
た
と
き
。

（9）まつのやま

9
月
1
9
日

人
権
相
談
所
を
開
設

　
無
料
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
人
権
侵
害
、
土
地
、
建
物
、

相
続
、
損
害
賠
償
な
ど
で
、
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
日
時

　
九
月
十
九
目
（
木
）

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

▽
場
所

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▽
主
催

　
上
越
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
新
潟
地
方
法
務
局
上
越
支
局

松
之
山
町

「
検
察
審
査
会
」

　
不
起
訴
処
分
を
調
べ
な
お
し
て
く
れ
る

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
そ
の
事
件
を

検
察
官
が
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
、
こ
れ
を
「
不
起
訴
処
分
」
と

い
い
ま
す
．

　
納
得
で
き
な
い
不
起
訴
処
分
に

は
、
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
「
検

察
審
査
会
事
務
局
」
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．

　
審
査
の
申
し
迄
て
に
は
、
費
用

は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
お

気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
十
｝
人
の
検
察
審
査
員

が
国
民
を
代
表
し
、
住
民
と
し
て

の
健
全
な
良
識
に
よ
っ
て
、
検
察

官
の
不
起
訴
処
分
を
調
べ
な
お
し

て
く
れ
る
、
民
主
的
な
国
の
機
関

で
す
．

　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局
、
上

越
市
大
手
町
｝
ー
一
六
　
新
潟
地

方
裁
判
所
高
田
支
部
内
（
費
〇
二

κ
五
－
二
四
－
五
一
六
〇
）
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まつのやま（8）

小学校

低学年

の指導

　
義
務
教
育
に
人
る
児
童
期
の
基

本
的
生
活
習
慣
の
指
導
は
、
学
校

．
家
庭
・
社
会
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
の
指
導
に
な
り
ま
す
。

　
児
童
の
行
動
半
径
の
広
が
り
と

と
も
に
、
集
団
生
活
や
社
会
生
活

の
指
導
が
入
っ
て
く
る
だ
け
に
、

楽
し
い
授
業
で

oo 髭際欝　
　
　
・
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
、

載　
　
　
　
　
　
　
蜜
雛

児
童
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
適
切

な
指
導
が
、
学
校
・
家
庭
・
社
会

の
連
携
の
下
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
特
に
教
職
員
が
そ

の
核
と
な
っ
て
努
力
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

学
校
へ
来
る
喜
び
を
も
た
せ
る

「
は
え
ば
立
て
　
立
て
ば
歩
め
の

親
心
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り

ま
す
が
、
父
母
に
と
っ
て
、
我
が

ヂ
の
新
し
い
門
出
と
し
て
の
小
学

校
生
活
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

学
校
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
当
然

子
供
も
「
学
校
」
と
い
う
新
し
い

経
験
の
場
に
踏
み
込
む
う
れ
し
さ

と
不
安
で
胸
を
と
き
め
か
せ
て
い

ま
す
。

　
教
師
と
し
て
予
供
た
ち
に
登
校

す
る
喜
び
を
も
た
せ
る
こ
と
が
、

た
い
へ
ん
大
事
な
指
導
の
第
一
歩

で
す
。
友
達
の
名
前
を
覚
え
さ
せ

た
り
、
歌
を
う
た
っ
た
り
ゲ
ー
ム

を
さ
せ
た
り
し
ま
す
。
校
内
巡
り

で
は
、
保
育
所
よ
り
も
ず
っ
と
広

い
校
地
や
設
備
、
周
り
の
遊
具
や

プ
ー
ル
な
ど
を
見
学
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
学
校
生
活
に

早
く
慣
れ
る
た
め
の
学
習
で
す
。

こ
れ
ら
を
計
画
的
に
効
果
的
に
取

り
入
れ
な
が
ら
楽
し
い
授
業
を
し
、

子
供
に
学
校
へ
来
る
酵
び
を
も
た

せ
た
い
も
の
で
す
。

子
供
が
関
心
や

興
味
を
持
つ

授
業
を

　
学
校
で
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も

授
業
の
在
り
よ
う
に
左
右
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
授
業
が
楽
し
い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

楽
し
い
授
業
と
は
、
チ
供
が
関
心

や
興
味
を
持
ち
、
自
分
か
ら
最
後

ま
で
粘
り
強
く
取
り
組
み
「
わ
か

っ
た
」
と
い
う
成
就
感
を
持
た
せ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
勉

強
す
る
気
に
な
っ
た
と
き
の
理
由

と
し
て
、
チ
供
は
次
の
点
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

①
自
分
で
作
っ
た
り
、
調
べ
た
り

　
す
る
作
業
が
あ
る
と
き
。

②
学
習
す
る
内
容
や
資
料
が
お
も

　
し
ろ
い
と
き
。

③
学
習
の
仕
方
や
勉
強
の
め
あ
て

　
が
よ
く
わ
か
っ
た
と
き
。

④
学
級
の
友
達
や
他
の
グ
ル
ー
プ

　
の
友
達
と
競
争
し
な
が
ら
学
習

　
を
進
め
る
と
き
。

　
つ
ま
り
、
子
供
は
「
何
を
す
る

の
か
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
と
き
」

ま
た
「
こ
れ
は
お
も
し
ろ
そ
う
だ
」

と
思
っ
た
と
き
に
、
　
「
よ
し
、
や

っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
意
欲
が
わ

く
の
で
、
授
業
計
画
を
し
っ
か
り

立
て
て
、
指
導
法
を
工
夫
す
る
こ

と
が
「
わ
か
る
授
業
」
に
つ
な
が

る
よ
う
で
す
。

学
校
の
ル
ー
ル
は

　
個
人
的
な
基
本
的
生
活
習
慣
の

指
導
は
、
乳
幼
児
期
の
指
導
で
述

べ
た
よ
う
に
家
庭
で
の
基
礎
的
、

基
本
的
な
も
の
が
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
と
し
て
は
、

授
業
等
集
団
生
活
を
通
し
て
、
そ

の
延
長
的
な
も
の
、
定
着
的
な
も

の
が
指
導
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

集
団
場
而
を
と
お
し
て
指
導
が
加

え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

児
童
の
話
し
合
い
で
定
着
化
を

子
供
の
生
活
の
中
に
遊
び
と
違
っ

た
ル
ー
ル
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

学
級
と
い
う
一
つ
の
杜
会
に
属
し

た
の
で
す
か
ら
、
今
ま
で
の
よ
う

に
自
分
中
心
の
生
活
態
度
で
は
、

当
然
成
り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
の
き
ま
り
は
、
特
別
な

蜆
則
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
人

間
と
し
て
行
動
す
る
と
き
の
基
本

と
な
る
事
柄
が
示
さ
れ
て
い
る
も

の
が
適
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
厳
し
い
き
ま
り
を
つ
く
り
、
チ

供
を
規
制
す
る
だ
け
で
は
、
ヂ
供

は
ル
ー
ル
を
守
り
ま
せ
ん
。
子
供

が
守
る
ル
ー
ル
は
、
だ
れ
も
が
必

要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

　
』
年
牛
．
に
な
っ
た
そ
の
H
か
ら
、

わ
ず
か
な
努
力
で
達
成
で
き
る
内

容
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
学
校
全
体
の
き
ま
り
と
し
て
は
、

登
ド
校
、
授
業
、
休
憩
の
時
問
帯

を
守
る
こ
と
や
ト
イ
レ
の
使
い
方
、

集
合
の
仕
方
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
子
供
自
身
が
注
意
す
る
こ
と

と
し
て
は
、
手
を
洗
う
、
ベ
ル
等

で
学
習
の
準
備
を
す
る
、
危
険
な

遊
び
を
し
な
い
、
人
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
は
し
な
い
、
忘
れ
物
を

し
な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
生
活
指
導
担
当
や

学
年
と
し
て
の
話
し
合
い
や
児
竜

会
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て
定
着

化
を
図
る
べ
き
で
し
よ
う
。

＼

家
庭
教
育
の
甘
さ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
で
間
題
を
起
す

　
基
本
的
生
活
習
慣
の
指
導
は
、

継
続
性
が
大
事
で
す
。
保
育
所
と

小
学
校
と
そ
れ
ほ
ど
違
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
「
顔
を
洗
う
」

「
あ
い
さ
つ
を
す
る
」
な
ど
は
、

学
校
と
し
て
も
、
日
常
子
供
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
家
庭

と
の
緊
密
な
連
絡
を
保
ち
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
る
努
力
が

大
切
で
す
．

　
ま
た
、
家
庭
教
育
の
汁
さ
か
ら
、

小
学
生
に
な
っ
て
も
、
学
校
に
持

ち
込
ま
れ
る
問
題
行
動
も
多
々
あ

り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
わ
が
ま
ま
で
人
に
迷

惑
を
か
け
る
、
す
ぐ
に
泣
く
、
落

ち
着
き
が
な
く
椅
子
に
座
っ
て
い

ら
れ
な
い
な
ど
で
す
。
家
庭
で
母

親
が
厳
し
く
言
っ
て
い
て
も
、
そ

れ
が
口
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
り
、

最
終
的
に
は
、
子
供
の
言
い
な
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
い

ず
れ
に
し
て
も
自
分
本
位
な
わ
が

ま
ま
な
子
供
に
し
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
低
学
年
で
も
、
で
き
る
こ
と
は

ど
ん
ど
ん
さ
せ
、
集
団
生
活
の
中

か
ら
、
友
達
の
こ
と
を
考
え
ら
れ

る
子
供
に
な
る
よ
う
指
導
し
、
適

切
な
ア
ド
バ
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ス
を
家
庭
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
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和
六
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年
歌
会
始
の
お
．
題

が
「
水
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と
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れ
た
。
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作
の
歌
で
｝
入

一
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し
、
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発
表
の
も
の
に
限

る
。
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紙
は
、
半
紙
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し
、
L
筆

で
白
書
．
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式
は
、
半
紙
を
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つ
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り
に

し
、
開
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て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
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而
に
郵
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、
住
所
、
氏

名
（
本
名
・
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り
が
な
つ
き
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生

年
月
日
、
職
業
を
書
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く
だ
さ

い
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進
の
期
間
は
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九
月
】
日
か

ら
十
月
十
一
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ま
で
。
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一
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京

都
下
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一
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詠
進
歌
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と
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る
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お
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せ
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郵
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番
号
、

住
所
、
氏
名
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書
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返
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や
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す
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く
の
山
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が
け
、
川
な
ど
を
よ
く
点
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な
い
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と
思
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ら
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に
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場
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連
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ょ
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の
よ
う
な

時
は
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を
し
て
く
だ
さ
い
。
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が
長
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り
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く
と
き
や
大
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き
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川
の
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、
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、
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が
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地
に
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と
き
。
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ま
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交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
そ
の
事
件
を

検
察
官
が
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
、
こ
れ
を
「
不
起
訴
処
分
」
と

い
い
ま
す
．

　
納
得
で
き
な
い
不
起
訴
処
分
に

は
、
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
「
検

察
審
査
会
事
務
局
」
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．

　
審
査
の
申
し
迄
て
に
は
、
費
用

は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
お

気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
十
｝
人
の
検
察
審
査
員

が
国
民
を
代
表
し
、
住
民
と
し
て

の
健
全
な
良
識
に
よ
っ
て
、
検
察

官
の
不
起
訴
処
分
を
調
べ
な
お
し

て
く
れ
る
、
民
主
的
な
国
の
機
関

で
す
．

　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局
、
上

越
市
大
手
町
｝
ー
一
六
　
新
潟
地

方
裁
判
所
高
田
支
部
内
（
費
〇
二

κ
五
－
二
四
－
五
一
六
〇
）
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まつのやま（1①m）まつのやま

9
月
1
5
日
は
敬
老
の
日

　
　
　
　
お
年
寄
り
に
「
心
の
張
り
」

　
ん
月
卜
．
κ
H
は
敬
老
の
H
、
こ

の
日
か
ら
一
週
間
は
老
人
福
祉
週

問
で
す
が
、
お
年
寄
り
を
敬
っ
て
、

何
も
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
か

う
と
い
う
の
は
、
本
当
に
敬
っ
て

い
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
人
問
が
生
き
て
い
く
う
え
、
で
何

が
大
切
か
を
者
！
兀
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
は
”
心
の
張
り
”
で
し
ょ
う
。

　
お
年
寄
り
に
気
を
つ
か
い
何
も

を

　　、　■　　、’　　－　〆、
－、、－

し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
う
の
で
は
、

敬
う
と
い
う
よ
り
．
心
の
張
り
”

を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
は
、
動
作
も
に
ぶ
く
．

な
り
、
若
い
人
の
よ
う
に
テ
キ
。
ハ

キ
と
物
事
を
処
理
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

何
も
さ
せ
な
い
で
お
く
の
は
、
か

え
っ
て
お
年
寄
り
を
老
け
込
ま
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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町
の
長
寿
者

　
　
　
ベ
ス
ト
2
0

　
①
佐
藤
　
ト
ヨ
（
L
川
ヂ
）
9
6
歳

　
②
福
原
　
タ
マ
（
．
天
水
越
）
9
6
歳

　
③
畔
原
　
タ
ミ
（
北
浦
田
）
9
5
歳

　
④
村
山
　
カ
ッ
（
赤
　
倉
）
9
4
歳

　
⑤
志
賀
キ
ノ
イ
（
．
κ
ト
ヂ
．
平
）
9
3
歳

　
⑥
保
坂
　
　
タ
ツ
　
（
下
川
毛
）
9
2
歳

　
⑦
相
沢
　
サ
ツ
（
小
　
谷
）
9
2
歳

　
⑧
高
橋
　
熊
治
（
．
人
水
島
）
91
歳

　
⑨
樋
口
福
太
郎
（
湯
　
山
）
9
0
歳

、
⑩
相
沢
喜
重
郎
（
水
　
梨
）
9
0
歳

　
　
　
　
9
目
－
目
現
在

⑪
村
山
　
ト
シ
（
．
坪
　
野
）

⑫
佐
藤
　
ヤ
ス
（
．
天
水
越
）

⑬
志
賀
　
ミ
キ
（
ド
川
手
）

⑭
小
野
塚
ス
イ
（
東
　
川
）

⑮
相
沢
シ
サ
ノ
（
小
　
谷
）

⑯
樋
口
　
　
毅
（
中
　
尾
）

⑰
久
保
田
ヲ
ヨ
（
新
　
田
）

⑱
相
田
　
弥
占
（
大
荒
戸
）

⑲
福
原
　
フ
ミ
（
．
人
水
越
）

⑳
高
橋
　
ス
ミ
（
中
　
尾
）

89　89　89　89　89　89　89　89　90　90
71説　11茂　ll茂　，1，髭　，1茂　∬1茂　耳1茂　バ茂　71茂　，1茂

若妻セミナーに

9人の受講生を推薦

若手婦人の意欲に期待

　
東
頸
城
農
業
改
良
普
及
所
が
主
．

催
、
郡
内
各
町
村
と
農
協
が
後
援

す
る
．
若
妻
セ
ミ
ナ
i
”
が
、
こ

の
ほ
ど
開
講
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
チ
供
の
養

育
、
家
庭
生
活
の
切
り
盛
り
な
ど

農
家
の
抑
い
予
と
し
て
亜
．
要
な
役

割
を
持
つ
若
予
婦
人
を
対
象
に
、

今
後
の
暮
ら
し
や
農
業
技
術
に
つ

い
て
の
学
習
の
場
を
提
供
し
よ
う

と
い
う
の
が
n
的
。

　
セ
、
・
・
ナ
ー
は
二
年
継
続
さ
れ
、

一
年
目
の
今
年
度
は
八
回
、
二
年

目
の
来
年
度
は
二
回
開
か
れ
る
。

郡
内
で
会
場
を
変
え
な
が
ら
野
菜

の
作
り
方
な
ど
農
業
、
調
理
．
な
ど

生
活
、
女
性
ら
し
さ
を
保
つ
秘
訣

や
着
物
の
着
付
け
な
ど
一
般
教
養

を
、
相
．
圧
に
』
父
流
を
深
め
つ
つ
学

ん
で
ゆ
く
。
修
了
者
に
は
修
了
証

壮
”
が
交
付
さ
れ
る
。

　
松
之
山
町
で
は
、
次
の
九
人
の

若
妻
を
推
薦
、
セ
ミ
ナ
ー
に
送
り

込
ん
だ
．

　
竹
内
佐
代
巳
（
豊
川
V
・
。
石
塚

チ
イ
子
（
田
麦
立
）
・
小
見
美
恵

．
r
（
中
原
）
・
佐
藤
喜
美
代
（
北

浦
田
）
・
佐
藤
タ
カ
チ
（
月
池
）

田
中
い
ず
み
（
、
西
之
前
）
・
小
野

塚
い
ほ
チ
（
L
蝦
池
）
・
大
見
和

チ
（
下
鍛
池
）
』
滝
沢
明
壬
（
．
友

水
越
）

救急活動は

みんなの命を守ります　　　　．一．
　　　　　　　　　　　　　、　一　§
　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　＿鍵、、黛

　　　　　　　　　　　　酒・
9月9日は「救急の日」です

こ
よ
み

疇
8
月
の
で
き
ご
と

9　17　14　10　9　8

1Hllllli日2
f

　
県
、
内
職
相
談
セ
ン
タ
ー
の
出

先
機
関
で
あ
る
、
上
越
地
区
婦
人

就
業
援
助
相
談
室
で
は
、
内
職
相

談
室
を
開
い
て
い
る
の
で
、
、
、
一
利

用
く
だ
さ
い
．

▽
毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
は
、
L

　
越
南
公
共
職
業
安
｛
、
疋
所
で
、
ん

　
時
か
ら
十
六
時
ま
で
。

▽
第
四
金
曜
日
は
、
糸
魚
川
中
央

　
公
民
館
で
、
十
時
か
ら
十
五
時

　
ま
で
．

①
内
職
の
相
談
、
あ
っ
せ
ん
に
応

　
じ
ま
す
。

②
内
職
発
注
事
業
所
の
求
人
申
し

　
込
み
に
利
用
く
だ
さ
い
。

③
内
職
に
必
要
な
技
術
指
導
を
い

　
た
し
ま
す
。

④
内
職
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
を

　
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
駄

⑤
内
職
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
育

　
成
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⑥
そ
の
他
内
職
に
関
す
る
相
談
に

　
応
じ
ま
す
．

※
く
わ
し
く
は
、
〒
九
四
三
上

　
越
市
本
城
町
九
－
二
一
号
　
上

　
越
南
公
共
職
業
安
声
疋
所
　
上
越

　
地
区
婦
人
就
業
援
助
相
談
室

（
君
〇
二
五
五
ー
二
四
－
五
七
八

　
三
）
へ
．

織物業の

　最低工賃
　　改正される

　
十
日
町
絹
織
物
業
、
小
毛
谷
織

物
業
、
塩
沢
絹
織
物
業
で
、
織
布

の
業
務
に
従
事
す
る
家
内
労
働
者

の
最
低
工
賃
が
九
月
二
日
か
ら
改

正
さ
れ
た
．

▼
十
日
町
絹
織
物
業

○
紬
経
緯
緋
（
横
一
返
し
）

⑳
君朔

ら
不

、
押
杵

痂
而

誉

魑
9繊

．
　
9
．

　
　
　
ウ
　
㌧

粛．

＼
窯

　
　
　
　
　
　
　
ひ
、

　
一

θ

　
」
●

魚．霧可＼

吻蠕惑1
　
一
．
反
　
　
　
　
四
、
　
一
〇
〇
円

○
紋
羽
尺
コ
ー
ト
（
三
幅
織
機
に

　
よ
る
も
の
で
、
か
つ
絵
緯
組
織

の
も
の
）

31　30　29　27　26　21
日　　日　　l　l　日　　H　　日

シ
i
ト
ベ
ル
ト
街
頭
指
導

町
内
中
学
水
泳
大
会

文
化
講
演
会
（
英
伸
三
）

成
人
式

母
チ
福
祉
ヘ
ム

交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
、
バ

ン
隊
来
町

農
業
委
員
立
候
補
予
声
疋
者

説
明
会

国
民
年
金
．
相
談

ヌ
プ
ダ
　
タ
ノ

献
血
（
浦
田
）

農
業
者
年
金
相
談

民
生
委
員
会

農
業
佳
．
ハ
済
嘱
託
員
会
議

辞
楽
鑑
賞
教
室
（
卜
．
越
教

育
大
淑
奏
〉

、 ／　’／／ Nい＼、

※　　　　○　　　　○　　　▼　　　　　　○　　　　○　▼

／一直

9
A
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動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

9
月
2
3
日
・
上
越
市

　
九
月
二
十
日
か
ら
一
週
間
は
、

動
物
愛
護
週
間
で
す
が
、
県
動
物

愛
護
協
会
上
越
支
部
で
は
、
九
月

二
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
、
上
越

ソ
フ
ト
、
ボ
ー
ル
場
南
側
催
物
広
場

で
「
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
、
、
ハ
ル
」
を

開
く
の
で
多
数
参
加
く
だ
ざ
い
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
行
事
内
容
、
動
物
愛
護
家
の
表

彰
、
各
種
動
物
の
展
．
小
、
動
物
な

ん
で
も
相
談
、
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
の

実
演
、
仔
犬
、
仔
猫
の
里
親
さ
が

し
、
子
供
ハ
ン
ド
ラ
ー
大
会
、
仮

装
・
珍
仲
．
バ
大
会
、
警
察
犬
の
模
範

演
技
、
動
物
供
養
祭
。

着
信
無
料
の

　
　
　
費
1
6
番
設
置

　
　
　
　
1

　
N
T
T
松
之
山
電
報
電
話
局
は
、

八
月
一
日
か
ら
着
信
無
料
の
電
話

一
一
六
番
を
設
置
し
た
。

　
ー
、
電
話
局
で
は
、
お
問
い
合
せ
、

「
、
一
注
文
な
ど
の
．
電
話
は
、
市
内
局

番
な
し
の
】
一
六
番
を
利
用
く
だ

さ
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
電
話
（
六

ー
二
二
〇
〇
）
は
、
市
外
か
ら
の

連
絡
用
と
し
て
併
置
し
て
あ
る
。
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相
沢
喜
重
郎
（
水
　
梨
）
9
0
歳

　
　
　
　
9
目
－
目
現
在

⑪
村
山
　
ト
シ
（
．
坪
　
野
）

⑫
佐
藤
　
ヤ
ス
（
．
天
水
越
）

⑬
志
賀
　
ミ
キ
（
ド
川
手
）

⑭
小
野
塚
ス
イ
（
東
　
川
）

⑮
相
沢
シ
サ
ノ
（
小
　
谷
）

⑯
樋
口
　
　
毅
（
中
　
尾
）

⑰
久
保
田
ヲ
ヨ
（
新
　
田
）

⑱
相
田
　
弥
占
（
大
荒
戸
）

⑲
福
原
　
フ
ミ
（
．
人
水
越
）

⑳
高
橋
　
ス
ミ
（
中
　
尾
）

89　89　89　89　89　89　89　89　90　90
71説　11茂　ll茂　，1，髭　，1茂　∬1茂　耳1茂　バ茂　71茂　，1茂

若妻セミナーに

9人の受講生を推薦

若手婦人の意欲に期待

　
東
頸
城
農
業
改
良
普
及
所
が
主
．

催
、
郡
内
各
町
村
と
農
協
が
後
援

す
る
．
若
妻
セ
ミ
ナ
i
”
が
、
こ

の
ほ
ど
開
講
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
チ
供
の
養

育
、
家
庭
生
活
の
切
り
盛
り
な
ど

農
家
の
抑
い
予
と
し
て
亜
．
要
な
役

割
を
持
つ
若
予
婦
人
を
対
象
に
、

今
後
の
暮
ら
し
や
農
業
技
術
に
つ

い
て
の
学
習
の
場
を
提
供
し
よ
う

と
い
う
の
が
n
的
。

　
セ
、
・
・
ナ
ー
は
二
年
継
続
さ
れ
、

一
年
目
の
今
年
度
は
八
回
、
二
年

目
の
来
年
度
は
二
回
開
か
れ
る
。

郡
内
で
会
場
を
変
え
な
が
ら
野
菜

の
作
り
方
な
ど
農
業
、
調
理
．
な
ど

生
活
、
女
性
ら
し
さ
を
保
つ
秘
訣

や
着
物
の
着
付
け
な
ど
一
般
教
養

を
、
相
．
圧
に
』
父
流
を
深
め
つ
つ
学

ん
で
ゆ
く
。
修
了
者
に
は
修
了
証

壮
”
が
交
付
さ
れ
る
。

　
松
之
山
町
で
は
、
次
の
九
人
の

若
妻
を
推
薦
、
セ
ミ
ナ
ー
に
送
り

込
ん
だ
．

　
竹
内
佐
代
巳
（
豊
川
V
・
。
石
塚

チ
イ
子
（
田
麦
立
）
・
小
見
美
恵

．
r
（
中
原
）
・
佐
藤
喜
美
代
（
北

浦
田
）
・
佐
藤
タ
カ
チ
（
月
池
）

田
中
い
ず
み
（
、
西
之
前
）
・
小
野

塚
い
ほ
チ
（
L
蝦
池
）
・
大
見
和

チ
（
下
鍛
池
）
』
滝
沢
明
壬
（
．
友

水
越
）

救急活動は

みんなの命を守ります　　　　．一．
　　　　　　　　　　　　　、　一　§
　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　＿鍵、、黛

　　　　　　　　　　　　酒・
9月9日は「救急の日」です

こ
よ
み

疇
8
月
の
で
き
ご
と

9　17　14　10　9　8

1Hllllli日2
f

　
県
、
内
職
相
談
セ
ン
タ
ー
の
出

先
機
関
で
あ
る
、
上
越
地
区
婦
人

就
業
援
助
相
談
室
で
は
、
内
職
相

談
室
を
開
い
て
い
る
の
で
、
、
、
一
利

用
く
だ
さ
い
．

▽
毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
は
、
L

　
越
南
公
共
職
業
安
｛
、
疋
所
で
、
ん

　
時
か
ら
十
六
時
ま
で
。

▽
第
四
金
曜
日
は
、
糸
魚
川
中
央

　
公
民
館
で
、
十
時
か
ら
十
五
時

　
ま
で
．

①
内
職
の
相
談
、
あ
っ
せ
ん
に
応

　
じ
ま
す
。

②
内
職
発
注
事
業
所
の
求
人
申
し

　
込
み
に
利
用
く
だ
さ
い
。

③
内
職
に
必
要
な
技
術
指
導
を
い

　
た
し
ま
す
。

④
内
職
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
を

　
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
駄

⑤
内
職
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
育

　
成
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⑥
そ
の
他
内
職
に
関
す
る
相
談
に

　
応
じ
ま
す
．

※
く
わ
し
く
は
、
〒
九
四
三
上

　
越
市
本
城
町
九
－
二
一
号
　
上

　
越
南
公
共
職
業
安
声
疋
所
　
上
越

　
地
区
婦
人
就
業
援
助
相
談
室

（
君
〇
二
五
五
ー
二
四
－
五
七
八

　
三
）
へ
．

織物業の

　最低工賃
　　改正される

　
十
日
町
絹
織
物
業
、
小
毛
谷
織

物
業
、
塩
沢
絹
織
物
業
で
、
織
布

の
業
務
に
従
事
す
る
家
内
労
働
者

の
最
低
工
賃
が
九
月
二
日
か
ら
改

正
さ
れ
た
．

▼
十
日
町
絹
織
物
業

○
紬
経
緯
緋
（
横
一
返
し
）

⑳
君朔

ら
不

、
押
杵

痂
而

誉

魑
9繊

．
　
9
．

　
　
　
ウ
　
㌧

粛．

＼
窯

　
　
　
　
　
　
　
ひ
、

　
一

θ

　
」
●

魚．霧可＼

吻蠕惑1
　
一
．
反
　
　
　
　
四
、
　
一
〇
〇
円

○
紋
羽
尺
コ
ー
ト
（
三
幅
織
機
に

　
よ
る
も
の
で
、
か
つ
絵
緯
組
織

の
も
の
）

31　30　29　27　26　21
日　　日　　l　l　日　　H　　日

シ
i
ト
ベ
ル
ト
街
頭
指
導

町
内
中
学
水
泳
大
会

文
化
講
演
会
（
英
伸
三
）

成
人
式

母
チ
福
祉
ヘ
ム

交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
、
バ

ン
隊
来
町

農
業
委
員
立
候
補
予
声
疋
者

説
明
会

国
民
年
金
．
相
談

ヌ
プ
ダ
　
タ
ノ

献
血
（
浦
田
）

農
業
者
年
金
相
談

民
生
委
員
会

農
業
佳
．
ハ
済
嘱
託
員
会
議

辞
楽
鑑
賞
教
室
（
卜
．
越
教

育
大
淑
奏
〉

、 ／　’／／ Nい＼、

※　　　　○　　　　○　　　▼　　　　　　○　　　　○　▼

／一直
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切
手
ニ
ュ
ー
ス
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60日＿日＿日技日念
円6060大切）関円高円H会第手　β越　二　i［1　）　1：璽藁　詫己　』二　発

　ト種植　国念八行
　ン）牛勿　交＿回予
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　通　 ズ　 20　業

動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

9
月
2
3
日
・
上
越
市

　
九
月
二
十
日
か
ら
一
週
間
は
、

動
物
愛
護
週
間
で
す
が
、
県
動
物

愛
護
協
会
上
越
支
部
で
は
、
九
月

二
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
、
上
越

ソ
フ
ト
、
ボ
ー
ル
場
南
側
催
物
広
場

で
「
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
、
、
ハ
ル
」
を

開
く
の
で
多
数
参
加
く
だ
ざ
い
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
行
事
内
容
、
動
物
愛
護
家
の
表

彰
、
各
種
動
物
の
展
．
小
、
動
物
な

ん
で
も
相
談
、
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
の

実
演
、
仔
犬
、
仔
猫
の
里
親
さ
が

し
、
子
供
ハ
ン
ド
ラ
ー
大
会
、
仮

装
・
珍
仲
．
バ
大
会
、
警
察
犬
の
模
範

演
技
、
動
物
供
養
祭
。

着
信
無
料
の

　
　
　
費
1
6
番
設
置

　
　
　
　
1

　
N
T
T
松
之
山
電
報
電
話
局
は
、

八
月
一
日
か
ら
着
信
無
料
の
電
話

一
一
六
番
を
設
置
し
た
。

　
ー
、
電
話
局
で
は
、
お
問
い
合
せ
、

「
、
一
注
文
な
ど
の
．
電
話
は
、
市
内
局

番
な
し
の
】
一
六
番
を
利
用
く
だ

さ
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
電
話
（
六

ー
二
二
〇
〇
）
は
、
市
外
か
ら
の

連
絡
用
と
し
て
併
置
し
て
あ
る
。



ー
5
一
ー

まつのやま（12）

■9月・がん征圧月間

『おかしいな』と思ったら検診を

“検診を受けて安心がん年齢”

　
が
ん
が
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
五
年

が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
だ
け

を
見
れ
ば
、
が
ん
ほ
ど
恐
ろ
し
い

病
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
適
切
な
予
防
と
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
れ
ば
、

が
ん
を
征
圧
す
る
こ
と
も
不
可
能

で
は
な
い
の
で
す
。

　
特
に
発
が
ん
の
原
因
は
、
大
部

分
が
生
活
環
境
に
よ
る
も
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
偏
食
を
し
な

い
、
喫
煙
を
少
く
な
く
す
る
、
と

い
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
を
心
が

け
、
が
ん
を
寄
せ
つ
け
な
い
強
い

体
を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
あ
な
た
の

命
と
家
庭
の
幸
せ
を
守
り
ま
す
。

電
気
火
災
に
ご
注
意

　
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
電

気
関
係
が
原
因
と
思
わ
れ
る
火
災

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消

防
署
で
は
次
の
こ
と
を
よ
く
守
り
、

電
気
を
正
し
く
使
い
、
電
気
か
ら

の
火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

▽
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
や
ソ
ケ
ッ

　
ト
か
ら
何
本
も
枝
分
け
し
て
使

　
用
し
な
い
．

▽
使
用
後
は
必
ず
ス
イ
ッ
チ
を
切

　
り
　
コ
ン
セ
ン
ト
カ
ら
コ
ー
ド

　
を
ぬ
い
て
お
く
。

▽
器
具
本
来
の
使
用
目
的
以
外
の

　
使
い
方
を
し
な
い
。

▽
漏
電
し
て
い
な
い
か
、
と
き
ど

　
き
確
か
め
る
。
　
（
全
部
の
電
気

　
の
使
用
を
と
め
～
メ
ー
タ
ー
を

　
み
る
。
動
い
て
い
れ
ば
漏
電
カ

所
あ
り
）
』

国勢調査にご協力を

　
来
る
十
月
一
目
に
は
、
国
勢
調

査
が
全
国
で
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ

ま
す
。
国
勢
調
査
は
大
正
几
年
に

第
一
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
以

来
、
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回

は
、
十
四
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
全
国
で
約

一
億
二
千
百
万
人
、
約
三
r
八
百

万
世
帯
が
対
象
と
な
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
調
査
票
は
、
統
計

を
作
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

調
査
員
を
は
じ
め
調
査
関
係
者
は
、

統
計
法
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
調

査
票
の
内
容
を
他
に
も
ら
す
こ
と

を
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ

り
の
ま
ま
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

九
月
は

障
害
者
雇
用
促
進
月
間

　
労
働
省
で
は
、
毎
年
九
月
を
「
障

害
者
雇
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、

障
害
者
の
雇
用
促
進
に
つ
と
め
て

い
る
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
す
べ
て
の
企
業
は
、
従
業
員
の

　
一
・
五
欝
の
障
害
者
を
雇
用
す

　
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

　
ま
す
．

▽
雇
用
促
進
の
た
め
、
各
種
援
護

　
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
業
安
定
所
で
は
、
障

　
害
者
が
安
定
し
た
職
業
に
就
職

　
出
来
る
よ
う
、
特
別
の
援
助
相

　
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
お
間
い
合
せ
は
、
上
越
南
公
共

　
職
業
安
定
所
（
實
〇
二
五
五
ー

≡
二
ー
六
ご
二
）
へ
．

入
札
結
果

▽
建
第
二
十
五
号
　
道
路
改
良

　
松
之
山
小
学
校
線
（
松
之
山
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
四
三
〇
万
円

▽
建
第
二
十
八
号
　
舗
装
新
設

　
地
付
線
（
黒
倉
）

　
福
田
道
路
　
　
　
六
六
〇
万
円

▽
振
第
十
一
号
　
森
林
総
合
利
用

　
休
養
施
設
の
取
付
道
路
（
大
厳

孝
高
原
）

　
福
田
道
路
　
　
　
二
七
〇
万
円

▽
産
第
二
卜
二
号
・
上
川
手
集
落

　
拠
点
施
設
新
築
（
上
川
手
）

　
カ
ン
エ
ツ
興
業

　
　
　
　
　
　
二
、
　
コ
ニ
○
万
円

▽
産
第
二
十
三
号
　
上
湯
地
区
集

静
開
発
セ
ン
タ
薪
築
（
上
湯
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

▽
振
第
卜
二
号
　
特
用
林
産

　
作
業
道
（
天
水
越
）
三
五
四
麿

　
大
海
組
　
　
　
　
三
五
〇
万
円

　
　
　
　
　
東
北
電
力

　
十
月
三
日
（
木
）

○
午
後
一
時
半
～
四
時
半
。

○
黒
合
∵
藤
原
・
月
池
。

1

9

愚

1

■

㌦
‘卿

』
魏

き

蟷

．
獣
戴

無

、
ノ

ゆ　のヨは　ヨの　　デ　コ

大事な目・・大切に

、
覧
　
、

覧

曳


